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論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】近年、喘息の病態生理において気道微小血管透過性の関与が注目されている。一方、喘息気道におい
て内因性のnitric oxide (NO) 産生増加が明らかにされているものの、その喘息病態に対する作用については
不明な点が多い。そこで健常人と喘息患者において呼気中NO濃度を比較し、気道におけるNOの微小血管透過
性に及ぼす役割を検討した。 
【方法】11人の健常人と39人の喘息患者〔19人のbeclomethasone dipr pionate (BDP)吸入患者と20人のBDP
非吸入患者〕に対して呼気中 NO濃度を測定した。同時に、誘発喀痰中の好酸球比率と eosinophil cationic 




indexは健常群〔5.9 (1.8) ppb・0.008 (0.003)〕に比しBDP吸入群〔11.2 (3.5) ppb・0.016 (0.006)〕と非






論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
【目的】近年、喘息の病態生理において気道微小血管透過性の関与が注目されている。一方、喘息気道におい
て内因性のnitric oxide (NO) 産生増加が明らかにされているものの、その喘息病態に対する作用については
不明な点が多い。そこで健常人と喘息患者において呼気中NO濃度を比較し、気道におけるNOの微小血管透過
性に及ぼす役割を検討した。 
【方法】11人の健常人と39人の喘息患者〔19人のbeclomethasone dipr pionate (BDP)吸入患者と20人のBDP
非吸入患者〕に対して呼気中 NO濃度を測定した。同時に、誘発喀痰中の好酸球比率と eosinophil cationic 
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indexは健常群〔5.9 (1.8) ppb・0.008 (0.003)〕に比しBDP吸入群〔11.2 (3.5) ppb・0.016 (0.006)〕と非
吸入群〔16.4 (6.9) ppb・0.028 (0.009)〕において有意に高値であった。さらに、呼気中NO濃度はBDP吸入
群と非吸入群においてAVP indexと正の相関関係を認めた。また、両群において呼気中NO濃度が高値であるほ
ど気道過敏性が強度であることも明らかにされた。 
【結論】喘息気道において過剰産生されたNOは気道微小血管透過性の亢進を介して、気道過敏性の亢進に影響
を及ぼしている可能性が示唆された。 
 
よって本研究は気管支喘息患者における気道収縮の規定因子の解明に寄与しており、本研究は博士(医学)
の学位を授与されるに値するものと認められた。 
